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はじめに

　福岡県社会福祉協議会では、福祉教育推進の一環として、平成 27 年２月に福祉教育教材

「ともに生きる」を発行しました。これは、これまでの福祉教育読
・

本
・

「ともに生きる」を「読

本」から「教材」へと趣を変えることを基本に、読み物資料やデータをイラストや写真を用

いて分かりやすく示すとともに、考察や振り返りを重視し、ワークブック形式で編集したも

のです。この福祉教育教材「ともに生きる」が市町村社協でより活用され、学校や地域と連

携した福祉教育が県下に広がっていくためには、市町村社協の地域福祉・ボランティア担当

者が活用することを想定した実践的福祉教育プログラムの提示が急務であるということで、

平成 27 年度、福祉教育プログラム策定委員会が設置されました。

　この委員会では、委員の実践を共有することからはじめ、そこから福岡県版福祉教育プロ

グラムの基本的な考え方として 3 つの柱を定め、様々なテーマごとにプログラムを検討・開

発するという作業を重ねました。

　県内の市町村社協で地域福祉やボランティアを担当する皆さんに、本プログラム集の考え

方や具体的なプログラムを理解いただき、実践現場で福祉教育教材「ともに生きる」と一体

的に活用して、学校・社協・地域が連携した福祉教育展開への一助としていただければ幸い

です。

　なお、平成 28 年４月の障害者差別解消法の施行において、「社会的障壁」「合理的配慮」

「不当な差別的取扱い」など、正しい理解と啓発及び具現化のためには福祉教育の推進が大き

な役割を果たすことと併せて期待しています。

平成 28 年３月

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会　　　　　　　　　

福岡県福祉教育プログラム策定委員会委員長　山﨑　安則
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福岡県版福祉教育プログラム　３つの柱１

強みに焦点を
～ＩＣＦの視点を取り入れた体験的な学習～

　従来の障害者や高齢者の疑似体験だけでは、障害の負の側面だけを強調することにつながって
しまう恐れがあります。一人ひとりの生活機能に着目し、本人の強み（ストレングス）やその人
を取り巻く環境因子に着目する、ＩＣＦ（国際生活機能分類）の視点を取り入れた体験的な学習を
大切にします。

「これまで」と「これから」
～創造的リフレクションの重視～

　体験だけに終わり、十分なふりかえりを行わなければ、不便さや大変さだけを習得し、貧困的
な福祉観を再生産させてしまいます。個別的なふりかえりだけでなく、「これから」にむけて社
会の問題に気づいたり、解決に向けての提案や提言といった内容にも着目する「創造的リフレク
ション」を大切にします。

ともに生きる
～社会的包摂の意識～

　地域には多様な人が存在し、多様な生き方があることに気づき、それを受け入れる意識を醸成
することが重要です。地域のさまざまな人たちとの出会いを通じて、自分も地域の一員であり、「と
もに生きる」存在であるという社会的包摂（ソーシャルインクルージョン）の意識を育てます。
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福祉教育とは２

　全国社会福祉協議会に設置された福祉教育研究会（1980 年、大橋謙策委員長）は、福祉教育を、「憲

法第 13 条、25 条等で規定された基本的人権を前提にして成り立つ平和と民主主義社会をつくりあげ

るために、歴史的にも社会的にも阻害されてきた社会福祉問題を素材として学習する事であり、それら

との切り結びをとおして、社会福祉制度・活動への関心と理解をすすめ、自らの人間形成をはかりつつ、

社会福祉サービスを受給している（今日的には利用している）人々を社会から、地域から阻害すること

なく、共に手をたずさえて豊かに生きていく力、社会福祉問題を解決する実践力を身につけることを目

的に行われる意図的な活動である」と規定しており、学習素材として「社会福祉問題」を取り上げるこ

とが大きな特徴です。

　福祉教育は人権教育を基本として成り立っています。多様性を認め合い、「ともに生きる力」を育ん

でいく教育実践は、「地域において共生の文化を創造する総合的な活動」です。

　地域が抱える課題が複雑・多様化している今日、地域住民がだれをも排除しない、さまざまな生き方

を受け入れられるような意識の醸成が、「住み慣れたまちでだれもが安心してその人らしく暮らせる地

域づくり」は不可欠です。

　このことから、福祉教育は、住民参加の地域福祉の基盤づくりに欠くことが出来ない大きな役割を

担っているといえます。

強みに焦点を
～ＩＣＦの視点を取り入れた体験的な学習～

　従来の障害者や高齢者の疑似体験だけでは、障害の負の側面だけを強調することにつながって
しまう恐れがあります。一人ひとりの生活機能に着目し、本人の強み（ストレングス）やその人
を取り巻く環境因子に着目する、ＩＣＦ（国際生活機能分類）の視点を取り入れた体験的な学習を
大切にします。

「これまで」と「これから」
～創造的リフレクションの重視～

　体験だけに終わり、十分なふりかえりを行わなければ、不便さや大変さだけを習得し、貧困的
な福祉観を再生産させてしまいます。個別的なふりかえりだけでなく、「これから」にむけて社
会の問題に気づいたり、解決に向けての提案や提言といった内容にも着目する「創造的リフレク
ション」を大切にします。

ともに生きる
～社会的包摂の意識～

　地域には多様な人が存在し、多様な生き方があることに気づき、それを受け入れる意識を醸成
することが重要です。地域のさまざまな人たちとの出会いを通じて、自分も地域の一員であり、「と
もに生きる」存在であるという社会的包摂（ソーシャルインクルージョン）の意識を育てます。

ふだんのくらしのしあわせ

の実現に向けて考えることが

福祉教育です。
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（１）なぜ学校で福祉教育が必要なのか

　人権教育と社会福祉は「人間の尊厳」、「相手の立場に立って考える心や、共に生きる力を育む」と

いった基本理念が共通しており、人権教育と福祉教育には深いつながりがあります。

　また、学校教育において人権教育、平和教育、特別支援教育等、視点や対象は異なっても、広く「福

祉」を学ぶことで、私たちは、「人を大切にする」「命を大切にする」ことを学びます。このような学び

は、いじめのないクラス運営、子どもたちが豊かに学校生活を送ることが出来る学校運営全体にも欠か

すことのできないものです。

（２）学校における福祉教育の展開

　これまで福祉教育は、学習指導要領に示された「総合的な学習の時間」を中心に取り組まれてきまし

た。一方、平成 20 年の学習指導要領の改定を受けて、「福祉教育に取り組む時間が少ない」といった課

題が挙げられ、実践が十分に根付くまでには至っていません。

　しかし、「総合的な学習の時間」は本来、その時間だけで完結する学習を行うものではなく、子ども

たちが自ら課題を見つけ、自ら考え、自己の生き方を考えることを目標としています。教科の学習との

関連はもちろん、学校行事や児童会・生徒会活動、学級活動などの「特別活動」、平成 30 年から小学校

で実施される「特別の教科　道徳」の時間と連携して取り組むことで、福祉の学習に必要な授業時間を

確保し、子どもたちを成長させることが期待できます。

　学校における福祉教育の実践のためには、それぞれの学校に掲げられた教育目標に照らし、福祉教育

を展開するための目標を設定することが必要です。また、学習効果を高めるためには市町村社協と連携

して、「生きた福祉学習」を展開することが有効な手立てになります。

学校における福祉教育３

学校と社協が、ともに福祉教育を進める上での
３つのポイント

①学校で進める福祉教育と社協の地域福祉活動をリンクさせよう。

社協の地域福祉活動を知ってもらえるチャンスです！

②「福祉でまちづくり」の主体を育てよう。

学校と社協がつながることで、地域社会や地域行事等への子どもたちの参加意欲が高

まることも期待できます。

③学校の福祉課題を社協と地域も一緒に考えよう。

子どもの貧困や虐待などの学校の福祉課題に社協も関わりながら、地域全体で子ども

たちの健やかな成長を支えることが求められています。
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社協における福祉教育の推進４

（１）社協が福祉教育に取り組む理由

　社協の使命は「地域福祉の推進」です。そしてその主人公は「地域住民」です。社協は「住民主体」

を掲げ、住民自身の学びと地域福祉活動の実践を継続的に支援することを使命としています。

　地域住民が地域福祉を担っていくためには、住民自身が地域の様々な課題に気づき、その解決に向け

て自ら取り組んでいく手法を学ぶ、気づきと学びのプロセスが必要です。そのことを通して、福祉課題

に主体的に取り組む意識が形成され、結果、地域の福祉力が培われます。つまり、地域福祉の推進には

「福祉教育の推進」が不可欠なのです。

　したがって、地域福祉の推進にかかわる社協関係者は、あらためて福祉教育の重要性を意識し、事業

の企画とプログラム展開を考えていくことが重要です。

（２）実践ポイント

　福祉教育プログラムとしてありがちなのが、車いす体験やアイマスク体験などの決まった内容のもの

を時間内に組み立てて実施するケースです。

　これらの体験は、能力低下など、障害のもつ負の部分にだけ焦点をあててしまい、「貧困的な福祉観

の再生産」につながりかねない恐れがあります。体験した後に感想文を書かせるだけではなく、地域の

こと、社会のことに目を向けていけるような促し方が必要です。

　こうした振り返りのことを「リフレクション」と言い、「これからに向けて」という視点や、社会の

問題に気づいたり、解決に向けての提案や提言といった内容にも着目するのが「創造的リフレクション」

です。

　「例年どおり」「昨年の学年と同じように」ではなく、「何のために行うのか」「そのプログラムの効果

はなにか」を、十分に学校と社協と地域の関係者がお互いの立場で明確化し、かつ共有しているかどう

かです。

社協のコーディネート力を発揮して、
学校と地域をつなごう！
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（１）地域福祉と福祉教育の関係

　平成 18 年に改訂された「教育基本法」第 13 条では「学校、家庭及び地域住民その他の関係者は、

教育におけるそれぞれの役割と責任を自覚するとともに、相互の連携及び協力に努めるものとする」と

規定されています。

　その背景には、子どもたちを取り巻く環境が大きく変容していることや、家庭や地域の福祉力・教育

力の低下が挙げられます。地域では、ご近所のつながりが希薄化しており、社会的孤立や生活困窮など

多くの課題をはらんでいます。

　地域には、障害を持った人や高齢者、外国人や妊婦など様々な人が生活しています。子どもたちはそ

のような人々と関わっていくことで、地域の中で多様な人たちと一緒に生きていることに気づき、豊か

な心とコミュケーション力を育むことができます。

　また、子どもたちが地域の人に大切に思われていることを実感できる体験や、自分も社会の役に立つ

ことを実感するきっかけにもなります。地域の一員であるということを自覚する経験などさまざまな体

験や交流から、子ども自身が自己有用感や自尊感情を体験的に学習することが出来ます。

　このような福祉教育の取組を通して、地域住民自身も、地域の状況や様々な課題について学ぶ機会と

なり、「地域で子どもたちを見守っていく」という意識の醸成にもつながるのです。

（２）連携の「はじめの一歩」

　まず、学校と社協が、それぞれの存在意義や理念、運営・活動状況などの相互理解を図り、学校に

「福祉教育推進者」としての社協の存在を認知してもらうことによって、効果的な福祉教育の推進につ

ながります。

　また、「学校」「社協」「地域」のそれぞれの強みを共有することも重要です。知ることで、つながる

ことの効果を理解し合い、高めることが出来ます。

「学校」「社協」「地域」がつながる福祉教育の進め方５
福祉教育をすすめていくために共有したい役割
　地域特性、福祉教育の取組等により、それぞれの役割は違ってきます。

　まずは自分たちの地域を分析することからはじめましょう。

・子どもたちへの働きかけ
・保護者への働きかけ
・地域の人を学校に受け入れる場づくり
・学校から地域に出ていく場づくり
・教職員自身の福祉教育研修の場の設定

学　校

社　協地域・家庭
（地域住民）

つながりキーワード

福祉教育

「福祉教育実践ガイド　地域福祉は福祉教育ではじまり福祉教育でおわる」全国社会福祉協議会、2012 年から一部抜粋・加筆

・地域の資源（ひと・もの）を増やす
・学校行事への協力
・多くの地域住民の地域活動参画推進
・学校の取組を受け入れる意識づくり

・発展的で多様な福祉教育プログラムの企画
【例】
　問題解決のためのプログラム

　地域に還元するためのプログラム

　地域の人が協働参画するためのプログラム

・福祉教育サポーターの養成
・コーディネート（つなぎ役を果たす）
・広報活動
・プラットフォームの提供

学校・社協・地域のよりよい連携は、
互いの強み・弱みを知り合える関係を

築くことから始まります。
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５　「学校」「社協」「地域」がつながる福祉教育の進め方

福祉教育をすすめていくために共有したい役割
　地域特性、福祉教育の取組等により、それぞれの役割は違ってきます。

　まずは自分たちの地域を分析することからはじめましょう。

・子どもたちへの働きかけ
・保護者への働きかけ
・地域の人を学校に受け入れる場づくり
・学校から地域に出ていく場づくり
・教職員自身の福祉教育研修の場の設定

学　校

社　協地域・家庭
（地域住民）

つながりキーワード

福祉教育

「福祉教育実践ガイド　地域福祉は福祉教育ではじまり福祉教育でおわる」全国社会福祉協議会、2012 年から一部抜粋・加筆

・地域の資源（ひと・もの）を増やす
・学校行事への協力
・多くの地域住民の地域活動参画推進
・学校の取組を受け入れる意識づくり

・発展的で多様な福祉教育プログラムの企画
【例】
　問題解決のためのプログラム

　地域に還元するためのプログラム

　地域の人が協働参画するためのプログラム

・福祉教育サポーターの養成
・コーディネート（つなぎ役を果たす）
・広報活動
・プラットフォームの提供
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対象（学年） 参加人数 所要時間 教科等

小学生
（４年生～６年生）

クラス単位 10時間（45分×10） 総合的な学習の時間

学習活動と内容 指導上の留意点 時間（分） 準備するもの

事
前
学
習

１�　障害及び障害のある方のことについて
話し合う。
・知っていること
・見聞きしたこと
・知りたいこと

○児童の知りたい意欲、
調べたい意欲を高める。
※『 と も に 生 き る 』
P29 ～ P44 を活用

45 『ともに生きる』

 学習のねらい　

　障害のある方と交流することで、障害について考え、障害があっても工夫しながら充実した日常生活

を送っていることを知る。また、障害のある方を学校に招き、子どもたちが学校を案内することで、環

境のバリア（障壁）について理解するとともに、ユニバーサルデザインについて学び、みんなにとって

優しいまちづくりとは何かについて考える。

 指導上のポイント

・「障害」の特性について正しく理解し、障害のある方の日常生活を知る。　

・身体や視覚に障害のある方をゲストティーチャー（以下、「ＧＴ」）として学校に招いて、どういった

ところに不便を感じているのかを知り、自分たちにできることを考えさせる。

・ユニバーサルデザインの必要性を知り、身近なところにも誰もが使いやすい工夫がされていることを

学ばせる。

 想定される協力者

ＧＴ（身体障害や視覚障害のある方など）、ボランティア、社協職員

私たちの学校を案内してみよう！
障害者理解プログラム①

実践！福祉教育プログラム６

1
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体
験
・
活
動

１�　ＧＴ（身体障害者、視覚障害者）に学
校を案内することを想定して、疑似体験
（アイマスクや車いす）をし、声掛けの仕
方や介助方法について学ぶ。
・車いすの操作方法について知る。
・�学校内でいつもは意識していなかった
ことも、危険なところがあることに気
づく。
・声掛けの必要性について理解する。
・学校内の点字表記や点字ブロック等に
も触れてみる。
・�学校内のスロープ、多目的トイレ、エ
レベーターの中の設備を学ぶ。

２　学校案内マップを作る。
・危険な個所をチェックする。
・グループで役割分担をする。
・�ＧＴを安全に案内するためのルートを
考える。

３　ＧＴの話を聞く。
・障害について
・普段の生活について
・生活をする上での様々な工夫について
・得意なこと、苦手なこと
・いつも使っている自助具に触れる

４�　学校案内マップをもとに実際にＧＴに
学校を案内する。

○正しい車椅子の操作
方法を理解させる。
○声掛けの仕方や必要
性について理解させる。
○学校内の設備のさま
ざまな工夫について気
づかせる。

○疑似体験から学んだ
ことを基に危険なとこ
ろを想像し、環境のバ
リアについて考えさせ
る。
○障害があってもさま
ざまな工夫をしながら
同じように地域で生活
していることを気づか
せる。
○自分と「ちがうとこ
ろ」や「同じところ」
を考えさせる。
○疑似体験で学んだ声
掛けや介助方法を実践
させる。
○階段などの危険個所
は特に気を付ける。

90

90

45

90

アイマスク
車椅子
日常生活用具

ま
と
め
・
振
り
返
り

１�　学習の前に抱いていた「障害」のイ
メージがどう変わったか振り返る。

２�　障害のある方を含めて、全ての人に
とって優しいまちとはどんなまちか考え
る。

３�　ユニバーサルデザインについて話しを
聞く。

○気づきや学びについ
て振りかえらせる。

※『 と も に 生 き る 』
P49 ～ P52 活用
○ユニバーサルデザイ
ンとはみんなが使いや
すい、利用しやすい、
わかりやすい形にする
ことを理解させる。

45

45

『ともに生きる』

発展学習
○ＧＴや保護者を招いて学習したことを発表する。
○ ＧＴに手紙を書いたり、メッセージを録音したりして、社会福祉協議会経由で届け、交

流する。
○ＧＴと一緒に街へ出かけて、ユニバーサルデザインを探す。
　（※『ともに生きる』P51 ～ P52 を活用）
○あったらいいなと思うユニバーサルデザインを考える。
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対象（学年） 参加人数 所要時間 教科等

小学生
（４年生～６年生）

クラス～学年単位 7時間（45分×7） 総合的な学習の時間

学習活動と内容 指導上の留意点 時間（分） 準備するもの

事
前
学
習

１�　聴覚障害及び聴覚障害のある方のこと
について話し合う。
・知っていること
・見聞きしたこと
・知りたいこと

２�　耳が聞こえないとはどういうことか、
どういう方法でコミュニケーションをと
るかをイメージする。

３　ＧＴへの質問を考える。

○児童の知りたい意欲、
調べたい意欲を高める。
※『 と も に 生 き る 』
P29 ～ P34、P45、
P48 を活用

45 『ともに生きる』

 学習のねらい　

　外見からは分かりづらく「見えない障害」と言われる「聴覚障害」は、どういう障害であるのかを学

び、地域で暮らしている聴覚障害者は、どのような生活を送っているのかを知る。また、コミュニケー

ション方法は手話だけでなく、様々な手段があること、「伝えたい心」があれば伝わることを理解する。

 指導上のポイント

・聴覚障害とはどのような障害かを正しく理解させる。

・コミュケーションは手話だけでなく、様々な方法があることを伝える。

・ストレングス視点を重視し、苦手なこともあるが、得意なことや工夫していることがたくさんあるこ

とを伝える。

 想定される協力者

ＧＴ（聴覚障害者）、手話通訳者、ボランティア、社協職員

いろんなコミュニケーション手段で
広がる世界

障害者理解プログラム②

２
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体
験
・
活
動

１　ＧＴ（聴覚障害者）の話を聞く。
・障害について
・普段の生活について
・生活をする上での様々な工夫について
・得意なこと、苦手なこと
・いつも使っている自助具に触れる

２　ＧＴとコミュニケーションをとる。
・手話で簡単な挨拶を学ぶ
・口話で気持ちを伝える
・�分かりにくい言葉（たばこ、たまご、
なまこ等）はどんな配慮が必要か考え
る
・ジャスチャーゲームをする
　　（伝えたいことが正確に伝わるか）

○手話が出来なくても
コミュニケーションが
とれることを理解させ
る。
○聴覚に障害があって
も生きがいをもち、同
じ地域でいきいきと暮
らしていることに気づ
かせる。
○伝えたいことを正確
に伝えるにはどのよう
な配慮が必要か考えさ
せる。

90

ま
と
め
・
振
り
返
り

１�　学習の前に抱いていた「障害」のイ
メージがどう変わったかまとめる。

２�　聴覚障害者の人が安心して生活できる
ために、自分にできることを考える。

３　ＧＴにお礼の手紙を書く。

○気づきや学びについ
て振りかえらせる。

○「伝えたい気持ち」
の重要性に気づかせる。

45

45

発展学習

○ ＧＴと一緒に校区や駅などに行き、聴覚障害のある方に配慮されているところや改善す

べきところなどを探す。
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対象（学年） 参加人数 所要時間 教科等

小学校高学年以上
（小・中・高校生）

クラス～学年単位 6時間（45分×6） 総合的な学習の時間

学習活動と内容 指導上の留意点 時間（分） 準備するもの

事
前
学
習

１　高齢者（加齢）の理解
　・高齢者疑似体験

２　体験予定の地域の取組について説明

３�　訪問する高齢者の方に聞きたいことを
考える。

○加齢によるマイナス
面のみが伝わらないよ
う、ストレングス視点
を重視する。
※『 と も に 生 き る 』
P9、P10 を活用

45

45
疑似体験セット

『ともに生きる』

 学習のねらい　

　小学校児童が地域住民（高齢者）との交流を通して、小学生であっても「地域の一員としてできる役

割がある」ということへの気づきを促すとともに、地域の高齢者に関心と思いやりを持つ。

 指導上のポイント

・学校と地区社協等地域住民組織が協働することにより、地域全体の取組となり、児童を地域福祉の担

い手とすることで、地域住民と児童相互が知り合い、ひいては地域全体で見守り合う、安全・安心の

地域づくりが進展する。

●児童

・高齢者との交流により自分自身の地域での役割（地域の人に関心を持ちやさしい気持ちで接する）に

気づき、実践を促す。

●地域

・地区社協等が企画する様々な地域福祉活動（高齢者宅への見守り訪問活動や、会食会、ふれあい・い

きいきサロン等）に児童が積極的に関わることで、地域の中で児童と高齢者の新しい関係が生まれ、

互いに見守り合うことで、安全・安心の地域が実現できる。

 想定される協力者

地区社協、地区まちづくり振興会、地区民生委員児童委員協議会、地区老人クラブ会員、社協職員　他

つながろう！わたしたちのまちの
おじいちゃん、おばあちゃん

高齢者理解プログラム

３
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体
験
・
活
動

選択Ａ
独居高齢者等への見守り訪問活動
・�民生委員や見守り訪問ボランティア組
織等が実践する訪問活動に同行

選択Ｂ
高齢者の会食会、ふれあい・いきいきサ
ロン等への参加
・会話などを楽しみ一緒に過ごす
・器楽演奏や合唱等の披露
・一緒に唱歌やレクリエーション
・調理ボランティアとして参加　等

○年をとっても安心し
て生活することができ
るように、地域全体で
高齢者を支える様々な
取組が行われているこ
とに気づかせる。
※『 と も に 生 き る 』
P17、P18 を活用

90

『ともに生きる』

ま
と
め
・
振
り
返
り

１　感想文作成

２�　フリーディスカッション、グループ討
議等

○体験を通じて今後、
自分たちにできる活動
を考え、実践を促す機
会とする。

45

45

発展学習

○見守り訪問活動

　・登下校時の訪問活動やあいさつ運動の実践

○会食会、ふれあい・いきいきサロン

　・学校施設活用の会食会やサロンの設置

　・学校給食の活用／調理実習の活用

○発展学習・文化祭、学習発表会、体育祭等、学校行事への招待

　・年賀状、暑中見舞いなどの手紙訪問
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対象（学年） 参加人数 所要時間 教科等

・小学生（４～６年生）
・地域住民

クラス～学年単位 ９時間（45分×９） 総合的な学習の時間等

学習活動と内容 指導上の留意点 時間（分） 準備するもの

事
前
学
習

１　認知症や、高齢者について話し合う。

２　ＧＴの質問を考える。

※『ともに生きる』P9
～ P16 を活用

45 『ともに生きる』

 学習のねらい

　小学校児童及び地域住民が一緒に認知症について学ぶことで、小学生であっても「地域の一員として

できる役割がある」ということへの気づきを促すとともに、認知症高齢者をはじめとして、地域の全て

の人に関心と思いやりを持つことを目的とする。

 指導上のポイント

　児童が認知症を正しく理解し、それを家族や地域へ伝えていくことで、地域全体の取組となり、認知

症があっても安心して暮らせる地域づくりを目指す。

●児童

　高齢者や認知症患者の特性などを学習することで、自分自身の地域での役割（地域の人に関心を持ち

やさしい気持ちで接する）に気づき、実践を促す。

●小学校

　学校施設を活用して「認知症の学習会」を企画することで保護者や地域住民が認知症に関心を持ち、

正しい知識を身につける。

●地域住民

　地域住民が児童の「やさしい気持ち」をくみ取り、地域住民全体で応援する体制をつくる。

 想定される協力者

ＧＴ（キャラバンメイト、認知症の人と家族の会会員、地域包括支援センター職員等）、プログラム実

施校のスタッフ、地区社協、地区まちづくり振興会、民生委員・児童委員、地区老人クラブ会員、行政、

社協職員　他

認知症があるってどういうこと？
認知症理解プログラム

４
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体
験
・
活
動

１　ＧＴの話を聞く。
　・認知症の症状について
　・対応や声掛けについて
　・心は生きていることについて

２　ＧＴに質問する。

３　振り返り

○認知症について正し
く理解させる。
○寸劇（認知症の人と
家族の会やキャラバン
メイトなどが実施）や
認知症啓発 DVD など
も効果的

90

ま
と
め
・
振
り
返
り

以下の中から選択して実施
・近隣の高齢者福祉施設の見学（高齢者と
関わるなどの実践体験）

・校区の運動会等へ参加し高齢者等地域住
民との交流

・人権フェスタでの認知症についての学習
発表など

○認知症についてオー
プンにできる地域づく
り、「助けて」と言える
地域づくりの視点に留
意する。

準備
45×4

交流
90

発展学習

○認知症徘徊模擬訓練に参加し、地域全体で認知症の方を支える仕組みがあることを知る。
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対象（学年） 参加人数 所要時間 教科等

小学生
（5 年生以上）

クラス単位 10時間（45分×10） 総合的な学習の時間

学習活動と内容 指導上の留意点 時間（分） 準備するもの

事
前
学
習

１�　外国のことについて話し合う。
　・知っていること
　・違うところとおなじところ

２�　ＧＴの国の文化や風習、言葉を調べて
みる。

３�　調べたことを発表し合い、ＧＴへの質
問を考える。

○地域にも多くの外国
人が住んでいることを
知らせる。
○言葉や身体的な特徴
など違うところがある
が、自分と同じところ
があることに気づかせ
る。

45

90

45

 学習のねらい　

　福岡にはアジアをはじめ、様々な文化・外国籍の人たちが暮らしており、その数は年々増加している

が、いまだに差別や偏見などから発生するトラブルも多い。同じ地域に住む多様な文化的背景をもった

人々と、ともに地域で暮らしていくためにはどうしたらよいか、「違いと同じ」という視点から考える。

 指導上のポイント

・地元や近隣にも外国の方が生活していることを知る。

・相手のことを知るだけではなく、私と同じところをさがす。

・日本と外国の風習の違いからくる苦手なことを理解する。

・苦手な事を少しでも解決するために自分たちにできることを考える。

 想定される協力者

ＧＴ（地域に住む外国籍の人）、ボランティア（通訳）、社協職員

Welcome！
みんなが住みよい　わたしたちのまち

国際理解プログラム

５
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体
験
・
活
動

１　ＧＴの話を聞く。
　・地域に来たきっかけについて
　・日本と母国で違うこと、同じこと
　・地域の好きなところ、よく行くところ
　・好きなこと、得意なこと
　・苦手なこと、手伝って欲しいこと

２�　わたしたちの１日を紹介する。
　・学校での生活について
　・地域のすきなところ、よく行くところ
　・好きなこと、得意なこと
　・苦手なこと、手伝ってほしいこと

３�　ＧＴから母国のゲームを教えてもらい、
交流する。

○同じ地域に住むなか
まであることが感じら
れるように、話の内容
を事前に打ち合わせる。
○誰にでも得意なこと
と苦手なことがあり、
少しの手助けで出来な
かったことも出来るよ
うになることを伝えて
もらい、日本人と同じ
であることが感じられ
るようにする。

○ＧＴとの共通点に気
づかせる。
○同じように、自分に
も得意なこと、苦手な
ことがあることに気づ
かせる。

90

ま
と
め
・
振
り
返
り

１　ＧＴとの交流を振り返って話し合う。
　・どんな人だったか
　・素敵なところはどんなところだろう
・外国から来た人たちが暮らしやすい地
域にするために、自分たちにできるこ
とはなんだろう。

２�　ＧＴや保護者を招いて学んだことを報
告する会の準備をする。

３　ＧＴや保護者を招いて発表会をする。

○だれでも同じ部分と
違う部分があることを
再確認させる。

○同じ地域で共生して
いく仲間として、自分
たちにできることは何
か考え、書いて表現さ
せる。
○有用感を味わうよう
ＧＴや保護者に呼びか
け、肯定的な評価をも
らうようにする。

45

45×2

45

発展学習

○ＧＴの母国の料理を習い、さらなる交流を図る。

○ 外国の方が暮らしやすくなるための工夫について調べてみる。（「やさしい日本語」、「ピ

クトグラム」など）

　※『ともに生きる』P53、P54 を活用

○外国の方も暮らしやすいまちにするためにはどうすればよいか考える。
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６　実践！福祉教育プログラム



対象（学年） 参加人数 所要時間 教科等

小学生
（中学年～高学年）

＊全校児童対象

クラス単位

＊全校児童

４時間（45分×4）

＊1時間（45分）

総合的な学習の時間
社会科

＊全校集会（将来発展形として）

学習活動と内容 指導上の留意点 時間（分） 準備するもの

事
前
学
習

１�　共同募金について話し合い、体験学習
に向けた見通しをもつ。
　・知っていること
　・見聞きしたこと

○想起しやすいように
「赤い羽根」や募金箱を
提示する。
『ともに生きる P55 ～
P58』

45 『ともに生きる』
赤い羽根
募金箱

 学習のねらい　

　共同募金に関するアンケートにおいて、名前の認知度としては８割を超えているが、目的・使いみち

を知っているのは５割に満たないという現状がある。運動の一環として募金集会や児童による街頭募金

が行われている小学校も多くあるが、改めて共同募金のことを学ぶことを通して、地域には様々な課題

があり、多くの人がそれぞれの立場で学ぶことを通して、福祉活動に取り組んでいることを知ってもら

う。

　ボランティア活動に興味・関心を持たせ、自分も地域の一員であるという意識や責任感、実行力を身

につける。

 指導上のポイント

・赤い羽根共同募金は「じぶんの町を良くするしくみ」であることを理解させる。

・自分たちの身近なところで共同募金が活用され、実際に配分を受けている人たちから「ありがとう」

のことばを聞くことで、有用感を高める。

 想定される協力者

社協職員、ボランティア及び受配者

老人クラブ、障害者団体、母子寡婦福祉連合会、保護司会など

どうなっているの？募金のゆくえ
～私たちのまちの赤い羽根共同募金～

赤い羽根共同募金理解プログラム

６
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６　実践！福祉教育プログラム



体
験
・
活
動

１　共同募金の説明を聞く。
　・�赤い羽根クイズを通して、共同募金の

目的、様々な募金方法、お金の使いみ
ち、具体的な活動紹介などを説明する。

　

２�　配分先（ボランティアや福祉団体）の
方の話を聞く。
　・活動の内容
　・購入した物品の紹介・説明
　・ありがとうメッセージ

○募金活動は自分たち
にもできるボランティ
ア活動の一つであり、
もっと共同募金を身近
に感じてもらう内容と
したい。
○募金は決して強制で
ないことに留意する。
○配分金の使いみちを
学び、共同募金が、地
域の様々な福祉課題の
解決を目指して実施さ
れる福祉活動を支援し、
じぶんの町をよくする
しくみとなっているこ
とに気づかせる。

45 子ども向け赤
い羽根共同募
金啓発パンフ
レ ッ ト（ 中
央 共 同 募 金
発行）、スク
リーン、プロ
ジェクター

ま
と
め
・
振
り
返
り

１�　話を聞いた体験を振り返って、グルー
プで感想を話し合う。
　・配分先の話を聞いて
　・�じぶんのまちを良くするために自分に

できること

２�　様々なボランティアについて知り、共
同募金について再度考える。
　・�様々なボランティアの形があり、募金

はその中のひとつであること
　・�強制的なものではなく、自主的な活動

であること

３�　共同募金を活用して、地域のために自
分たちにできることを話し合う。

※『ともに生きる』
P55 ～ P61 を活用

45

45

『ともに生きる』

発展学習
○自分たちのまちで実施している共同募金運動に参加してみる。

○わたしたちの募金をどんなことに使って欲しいか考える。→発表

○ 自分たちのまちで募金がどんなことに使われているか調べ、赤い羽根新聞をつくり、発

表・掲示する。

○まちの中で赤い羽根が使われているところや団体を探して、赤い羽根マップをつくる。

赤い羽根クイズ（例）　
（１) 共同募金のシンボルと言えば、何でしょう？

①青い羽根　②赤い羽根　③緑の羽根
（２) 赤い羽根はどこの国から始まったと思いますか？

①日本　②フランス　③アメリカ
（３) 日本では共同募金はどのくらい前から始まったと思いますか？

①２０年前　②７０年前　③５０年前
※実施時期により要変更
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６　実践！福祉教育プログラム



対象（学年） 参加人数 所要時間 教科等

小学生
（4 年生以上）

クラス～学年単位 4時間（45分×4）
総合的な学習の時間

社会科

学習活動と内容 指導上の留意点 時間（分） 準備するもの

事
前
学
習

１　災害について学ぶ。
（１）自然災害と産業災害（人為災害）が
あることを知る。

（２）自然災害の種類について記入し、話
し合う。

　　・地震、火山噴火
　　・台風などの風水害
　　・集中豪雨による災害など

・災害には、自然災害
と産業災害（人為災害）
があることをおさえる。
自然災害のみの学習に
留める。
・自然災害はいつでも
どこでも起こりうるこ
とをおさえる。

45 災害時の写真

 学習のねらい　

　近年、全国的に地震や台風などによる大規模な災害が頻発しており、福岡県においても、福岡西方沖

地震（平成 17 年 3 月）や福岡県豪雨災害（平成 24 年 7 月）などにより甚大な被害が発生している。

災害は、いつ、どこで、どのような形で起こるかわからないため、日頃からの災害への備えや災害時に

おける速やかな対応が求められている。

　そこで、災害が発生した時、とるべき行動として、自分にできることを考え、また、日常における地

域のつながりや絆の大切さを知る。

 指導上のポイント

・災害の種類やメカニズムを知り、防災減災に関する知識を深める。

・日頃から災害に備える意識を持ち、地域のつながりの重要性を理解する。

・これからのまちづくりに関わる地域の一員として何が出来るかを考えることができる。

 想定される協力者

行政職員（防災関係課、消防署員）、防災士、消防団、被災地支援経験者、地域関係者（民生委員、自主

防災組織）、社協職員

災害に備えて、
わたしたちにできることを考えよう

防災のまちづくりプログラム

７
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６　実践！福祉教育プログラム



体
験
・
活
動

１�　災害時の状況や対応についてイメージ
する。
（１）災害や避難所の様子の写真を見て気
づいたことを発表する。

（２）災害ボランティア活動経験者や地域
防災活動に携わっている方から話を聞
く。

（３）高齢者や障害者など、支援を必要と
している人たちが、災害時にどのよう
な状況に置かれるか考えて発表する。
（他のプログラムと連動させる）

○災害時は日常と比べ
てどのような状況にな
るか想起させる。
○災害時には自分たち
も同じような状況にな
る可能性があることを
理解する。
○社会的弱者と呼ばれ
る人々が災害時どのよ
うな状況に置かれるか、
他のプログラムと連動
させて考える。
※『 と も に 生 き る 』
P57 を活用

45 『ともに生きる』

ま
と
め
・
振
り
返
り

１�　自分のまちで災害が起こったとき、自
分にもできることを考える。（グループ
ワーク）
（１）災害が起きたとき、自分に出来るこ
とはないか考える。

（２）日ごろから学校や家庭、地域ででき
ることがないか考える。

（３）グループで話し合ったことを発表す
る。

２�　学習に関わった地域のＧＴや保護者に
自分たちにできることを伝える発表会を
行う。

○学んだことを振り返
らせ、地域を構成する
一員として自分に何が
出来るか話し合わせる。
○災害時だけでなく、
日 頃 か ら 地 域 と つ な
がっておくことが必要
であることを理解させ
る。

○考えたことを発信し
て称賛してもらい、実
際に役立てられるよう
にしていく。
○地域の防災意識の啓
発にもつなげる。

45

45

発展学習
○災害が起こったときのお役立ちグッズを作ってみる。

　・新聞紙でつくるスリッパ

　・ペーパーバック

　・タオルケットや毛布を使ったガウン　　など

○災害時シミュレーションゲーム

　・ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）

　　 　避難所運営をみんなで考えるためのひとつのアプローチで、避難者の事情が書かれ

たカードを、避難所の体育館や教室に見立てた平面図にどれだけ適切に配置できるか、

また避難所でおこる様々な出来事にどう対応していくかを模擬体験するゲーム。

　・クロスロード

　　 　災害時に迫られる厳しい状況判断の事例をカード化し、設問に対して参加者各自が

YES か NO で 自 分 の 意 見 を 示 す と と も に、 参 加 者 同 士 が 意 見 交 換 を 行 い な が ら、

ゲームを進めていく。
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６　実践！福祉教育プログラム



対象（学年） 参加人数 所要時間 教科等

小学生
（６年生以上）

クラス単位 ４時間（45分×4） 総合的な学習の時間

学習活動と内容 指導上の留意点 時間（分） 準備するもの

事
前
学
習

１�　ワールドカフェ形式の意見交流のやり
方を知り、次の活動に備える。
（１）いくつかの話題についてワールドカ
フェ形式の意見交流を行い、注意事項
ややり方を確認する。

　・話しやすい雰囲気にする
　・意見を否定しない

（２）自分が幸せだなと感じるときを付箋
紙に書き、次の活動の準備をしておく。
（箇条書き１人３枚以上）

○「幸せ」のイメージ
がしにくい場合は、自
分が楽しいと思うこと
や大切だと思うこと、
わくわくすることなど
と言い換えて伝える。

45

付箋

 学習のねらい　

　現代社会にはたくさんの価値観が存在している。何を幸せと思うのかは、人によって様々な感じ方が

あり、自分の考えをもって生きていくことは、すなわち、自分らしく生きていくことである。

　「ふくし」は特別なものではなく、誰にも関係する「ふだんのくらしのしあわせ」であることを認識

させ、幸せについて考えることを通して、自分らしい生き方を追求し、多様な生き方を受け入れられる

ような意識を醸成する。

 指導上のポイント

・多様な家族構成や家庭状況があることを踏まえ、実態に応じて十分な配慮をする。

・リラックスした環境づくりのため、教室ではなく大きなテーブルがある図書室等で実施する。

・スムーズにワールドカフェ形式の交流を実施できるように、朝の会、帰りの会等を使い、子ども自身

の気持ちをまとめ、表現する経験を積み重ねられるような支援を心掛け、話し合う手法などを、事前

に学習しておく。

 想定される協力者

ボランティア、社協職員

わたしとみんなの“ふだんのくらしの
しあわせ”について考えてみよう

導入・振り返りプログラム

８
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６　実践！福祉教育プログラム



体
験
・
活
動

１�　「幸せ」についてグループで意見交流を
行う。（ワールドカフェ方式）
（１）自分が幸せだなと感じるときを書い
た付箋紙を見て内容を想起する。

（２）グループで模造紙に自由に思いつい
たことを書きながら話し合う。

（３）グループの一人を残して、残りのメ
ンバーは別々のテーブルに移動し、新
しいグループで同じテーマについて話
し合う。（３回繰り返す）

　・ホストはそれまでの話し合いを報告
　・�移動した人はそれまでの話題と重なら

ない部分について話し合い、模造紙に
自由に思いついたことを追加

（４）全員最初のグループに戻り、それま
でにでなかった話題等を模造紙に自由
に書き足す。

２　学級全体で意見を交流する。
（１）全員が立ち歩きながら、色々な班の
模造紙を見てまわり、色々な幸せを感
じていることを知る。

（２）他のグループの模造紙を見て思った
ことや考えたことを発表し、本時の学
習を振り返る。

○児童の思いつきや現
時点での考えを気軽に
表出させる。
○協同的に話し合いが
出来るようにメンバー
構成を工夫する。

○移動した３人は、他
のテーブルで得た情報
を自分のグループに持
ち帰らなければならな
いことを説明する。

○人によってさまざま
な幸せがあることを気
づかせる。

５

10

10×３

10

15

10

付箋

模造紙
ペン

ま
と
め
・
振
り
返
り

１　「ふくし」について話し合う。
（１）ワールドカフェ形式の意見交流を想
起する。

（２）「ふくし」のイメージを想像し、
　イメージマップに書いて発表する。

２�　「ふくし」の言葉に関する社協職員の話
を聞く。
　・�「福」「祉」というそれぞれの漢字がも

つ意味

３�　『ともに生きる』のワークシートを使
い、「ふくし」についての自分の考えをふ
りかえる。
　・｢ふ｣ つうの ｢く｣ らしの ｢し｣ あわせ

○「ふくし」という言
葉のイメージを自由に
想像させる。

○「福」「祉」それぞれ
の漢字はともに「幸せ」
を意味することを伝え
る。

※『 と も に 生 き る 』
P62 を活用
○自分の考え方の変容
に気づかせ、「ふくし」
がもつ意味について考
えさせる。

５

10

15

15

『ともに生きる』

発展学習
○今の自分にできることは何か考える。
○ 自分のふだんのくらしのしあわせを実現させてくれている両親や身近な人たちに感謝の

気持ちを伝える。
〇全校集会で作成してみる。親子参観で作成してみる。
〇 ワールドカフェを通して出てきた、自分たちの幸せ観をベースに、高齢者の、障害者の、

子どもたちの、あるいは日本語の分からない人にとっては、ということに広げて、自分
たちの幸せと他人の幸せの両方を考える。
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６　実践！福祉教育プログラム



資料編７
（１）福祉教育展開のプロセス

興味・関心をもつ

テーマに興味や関心をもち、「なぜ」「どうして」という気持ちを育む。

気づく

調べ学習・聞き取りなどを通して興味・関心をつくる。

考える

行動する（交流や活動）

気づきや発見から課題を見つけ、具体的に行動する。

振り返り

体験して学んだことを話し合う。これからに向けた視点で、関わった

協力者と一緒に振り返りを行う。

気づきや考えたことを共有し、話し合うことで、テーマを明確にして

いく。

新たな行動へ

振り返って気づいたことを自分の生活につなげ、地域にもどってから

の新たな行動に取り組む。
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（１）福祉教育展開のプロセス

興味・関心をもつ

テーマに興味や関心をもち、「なぜ」「どうして」という気持ちを育む。

気づく

調べ学習・聞き取りなどを通して興味・関心をつくる。

考える

行動する（交流や活動）

気づきや発見から課題を見つけ、具体的に行動する。

振り返り

体験して学んだことを話し合う。これからに向けた視点で、関わった

協力者と一緒に振り返りを行う。

気づきや考えたことを共有し、話し合うことで、テーマを明確にして

いく。

新たな行動へ

振り返って気づいたことを自分の生活につなげ、地域にもどってから

の新たな行動に取り組む。

（２）プログラムづくり　７つのポイント

 ①　ねらいや目的をはっきりさせる 

　子どもたちに何を伝え、何を感じ、何を学んで欲しいかを明確にし、共有しましょう。

 ②　事前の打ち合わせを行う 

　福祉教育は社協だけで行うものではありません。学校の先生やゲストティーチャーなど地域の協力者

と事前に綿密な打ち合わせを行い、関わる人すべてが共通認識をもてるようにしましょう。

 ③　教材を効果的に使う 

　どんな教材を活用したら教育効果が高まるか、学習にどのように取り入れるか検討します。アイマス

クや車いすだけでなく、ゲストティーチャーとの交流や講話、写真やＤＶＤなどの視覚資料、また地域

の社会資源も積極的かつ効果的に活用しましょう。

 ④　体験学習を効果的に行う工夫をする 

　体験学習は参加者に「気づき」を与え、学びを深めます。プログラムのなかで積極的かつ計画的に取

り入れましょう。

 ⑤　当事者との交流を大切にする 

　当事者不在の福祉教育は教育効果が低くなります。特に疑似体験は当事者と一緒に取り組むことで、

プラス面とマイナス面を伝えることが出来、本当の意味での当事者理解につながります。

 ⑥　振り返る時間を設ける 

　子どもたちが、福祉教育プログラムの中でどう感じ、何に気づいたのか、活動を通じてどのように考

えが変わって、これからの地域での生活にどのようにつなげたいか、振り返る時間を設定しましょう。

気づきが生まれやすい体験活動や話し合いのあと、一連の学習での自分の成長が感じられるプログラム

終盤での設定などが効果的です。

 ⑦　プログラムの評価をする 

　参加者だけでなく、企画者や協力者も振り返ることで、次のよりよい活動を生み出し、引き継ぐこと

につながります。
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７　資料編



参加者

ねらい

tel

E-mail

担当教諭 対象者

関連する
教科

候補日①

候補日②

候補日③

名前 謝金 現金・振込

名前 謝金 現金・振込

　　　　　　月　　　　　　日（　　　　）　　　　　　　：　　　　　　　～　　　　　　　：　　　　　

　　　　　　月　　　　　　日（　　　　）　　　　　　　：　　　　　　　～　　　　　　　：　　　　　実施日

（３）福祉教育打ち合わせシート
年　　　月　　　日

　　年　　　組　　　名

学校名 連絡先

※駐車場・写真撮影の可否、配慮すべき事項など

その他
注意事項

　　　　　　月　　　　　　日（　　　　）　　　　　　　：　　　　　　　～　　　　　　　：　　　　　

円

円

謝金・
支払方法
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参加者

ねらい

tel

E-mail

担当教諭 対象者

関連する
教科

候補日①

候補日②

候補日③

名前 謝金 現金・振込

名前 謝金 現金・振込

　　　　　　月　　　　　　日（　　　　）　　　　　　　：　　　　　　　～　　　　　　　：　　　　　

　　　　　　月　　　　　　日（　　　　）　　　　　　　：　　　　　　　～　　　　　　　：　　　　　実施日

（３）福祉教育打ち合わせシート
年　　　月　　　日

　　年　　　組　　　名

学校名 連絡先

※駐車場・写真撮影の可否、配慮すべき事項など

その他
注意事項

　　　　　　月　　　　　　日（　　　　）　　　　　　　：　　　　　　　～　　　　　　　：　　　　　

円

円

謝金・
支払方法

スケジュール
※福岡県社協ＨＰからダウンロードできます。

学校 社協

会場レイアウト

MEMO

準備品時間 場所内容
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（４）福祉教育依頼書
社会福祉法人
○○社会福祉協議会　会長様

学�校�名：　　　　　　　　
校�長�名：　　　　　　　　
申�請�者：　　　　　　　　
電話番号：　　　　　　　　

学習内容

実施目的

（ねらい）

学年・クラス 児童生徒数

希望日時
第 1 希望：　　　　　年　　　月　　　日（　　）　　　：　　　～
第 2 希望：　　　　　年　　　月　　　日（　　）　　　：　　　～
第 3 希望：　　　　　年　　　月　　　日（　　）　　　：　　　～

実施場所 教室・体育館・その他（　　　　　　　　　　）

希望内容

事前学習

（予習）

事後学習

（振り返り）

その他

※これまでの福祉教育の取組、予算等

※できるだけ学習指導案等の添付をお願いいたします。
※実施日の１ヶ月前までにご提出ください。

※福岡県社協ＨＰからダウンロードできます。
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（５）福祉教育教材「ともに生きる」
　　 各章のねらいや活用上の留意点

第１章　支え合うってなんだろう？

・　自分も地域の一員であるということを自覚する。

・　自分を支えている周囲の人の存在に気づく。

・　人に対する思いやりや人と人との関係を大切にすることを身に付ける。

・　様々な人や施設・団体等がどのように関わり合いながら地域を支えているかを知る。

ねらい【人と人とがつながり支え合いながら生きていることを理解する】

第２章　年をとるってどういうこと？

・　高齢者の知恵や技能の素晴らしさを知る。

・　高齢者に対する尊敬の念や思いやりの心を育てる。

・　高齢者特有の心身の変化を伝え、理解を深める。

・　高齢者の暮らしを支える地域の取組を知る。

ねらい【老いについて理解し、高齢者に対する尊敬の念や思いやりの心を育む】

第３章　障害があるってどういうこと？

・　障害のある人の生活を知る。

・　障害のある人も同じ社会の一員であることに気づく。

・　様々な分野で活躍している障害のある人を知る。

ねらい【障害について理解し、多様性を認め合う】

第４章　みんなにとって優しいまちってどんなまち？

・　身のまわりにある誰もが安心して生活できるための設備や工夫に気づく。

・　設備や工夫が何のために必要なのか知る。

ねらい【誰もが暮らしやすいまちづくりについて考える】

第５章　わたしにできることってなんだろう？

・　社会の一員として自分にできることを考える。

・　ボランティア活動に興味・関心を持つ。

・　寄付について理解する。

ねらい【第１・２・３・４章を踏まえ、自分にできることを考え、行動する】
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（６）福祉教育推進のためのチェックリスト

● 押さえておきたい！社協職員のコーディネート術

● 持っておきたい！社協のチカラ

□　学校と日常的なコンタクトをとっている

　　例１：社協やボランティア等の情報誌を配っている。  

　　例２：ちょっと知っている教員がいれば、特別な用がなくても、外出したついで

に立ち寄っている。 

　　例３：地域での活動の情報を耳にしたときは、呼ばれていなくても取材に行くな

り、顔見せに行く。 

　　例４：学校の活動や行事に積極的に参加している。

□　いろいろな教員と知り合いになっている。

□　カリキュラムづくりを手伝っている。

□　教員との話し合いを重ね、社協でプログラムをつくっている。

□　プログラム実施後の教員や子どもの意見を聞いている。

□　プログラム実施後の地域の反応、サポーターの感想等を聞いている。

□　プログラム実施後の新たな課題に気づいている。

□　福祉教育に関係する学校の情報や地域の情報、社協の情報等を広く広報している。

□　サポーターになれる人を常に見つけようと目を光らせている。

□　県域や全国の福祉教育のいろいろな事例を収集し、参考にしている。

□　地域課題・社会的課題へのアンテナをはっている。

□　地域での動きや関係者の動きをおっている。

□　教育委員会に出入りしている。

□　校長会に参加している。

□　地域のボランティア・市民活動団体の情報の把握

□　福祉教育サポーターになれる人材の把握（当事者を含む）

□　地域のために活動している人の把握（自治会、町内会役員、民生委員・児童委員、

　　ボランティア、市民活動団体等）

□　学びの場の把握と開拓（各種施設や子どもが参加・交流できる場所等）

□　事例情報の収集
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（６）福祉教育推進のためのチェックリスト

● 押さえておきたい！社協職員のコーディネート術

● 持っておきたい！社協のチカラ

□　学校と日常的なコンタクトをとっている

　　例１：社協やボランティア等の情報誌を配っている。  

　　例２：ちょっと知っている教員がいれば、特別な用がなくても、外出したついで

に立ち寄っている。 

　　例３：地域での活動の情報を耳にしたときは、呼ばれていなくても取材に行くな

り、顔見せに行く。 

　　例４：学校の活動や行事に積極的に参加している。

□　いろいろな教員と知り合いになっている。

□　カリキュラムづくりを手伝っている。

□　教員との話し合いを重ね、社協でプログラムをつくっている。

□　プログラム実施後の教員や子どもの意見を聞いている。

□　プログラム実施後の地域の反応、サポーターの感想等を聞いている。

□　プログラム実施後の新たな課題に気づいている。

□　福祉教育に関係する学校の情報や地域の情報、社協の情報等を広く広報している。

□　サポーターになれる人を常に見つけようと目を光らせている。

□　県域や全国の福祉教育のいろいろな事例を収集し、参考にしている。

□　地域課題・社会的課題へのアンテナをはっている。

□　地域での動きや関係者の動きをおっている。

□　教育委員会に出入りしている。

□　校長会に参加している。

□　地域のボランティア・市民活動団体の情報の把握

□　福祉教育サポーターになれる人材の把握（当事者を含む）

□　地域のために活動している人の把握（自治会、町内会役員、民生委員・児童委員、

　　ボランティア、市民活動団体等）

□　学びの場の把握と開拓（各種施設や子どもが参加・交流できる場所等）

□　事例情報の収集

● つながっておきたい！こんな人たち

● 把握しておきたい！学校のイロイロ

□　学校の教員

□　地域の自治会・町内会役員

□　福祉施設・事業所の職員

□　スクールソーシャルワーカー

□　行政職員

□　ボランティア・市民活動団体の長やメンバー

□　障害者団体

□　民生委員・児童委員・主任児童委員

□　PTA 会長

□　地域のオモシロ人間（担当者の独断で OK）

□　メディア関係者

□　地元の商店や企業関係者

□　地元のアーティストなど

□　学校の教育目標

□　担当教師の思い・子どもたちに伝えたいこと

□　どの単元の学習で実施するのか。（教科、総合的な学習の時間、道徳の時間等）

□　他の教科との関連性について（国語や社会の中で出てくる福祉やボランティア等）

□　プログラムの可能な範囲（場所や時間、学校外に出るなど）

全国社会福祉協議会全国ボランティア活動振興センター／福祉教育実践研究会「学校・社協・地域がつながる福祉教育
の展開をめざして」全国社会福祉協議会、2009 年から一部抜粋・加筆
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　今回策定した実践的福祉教育プログラムでは、福祉と教育の接近を視野に入れながら協議を重ねて
まいりました。
　これからも課題と挑戦を繰り返しながら、実践を通して質の高いプログラムにしていきたいと思い
ます。� 山﨑　安則　筑紫女学園大学教授　

　福祉教育というあまりにも大きな命題に、私たち福祉関係者は尻込みしていないでしょうか。「大
切だということはわかっている」しかし、何をどう進めていけばよいのかわからない。また、やって
いることが正しいのかもわからない。すぐに成果として現れてくるものでもない。その結果、福祉教
育という現実に知らず知らずのうちに目をそむけている自分がいないでしょうか。もっと向き合うた
めの機会とするために、この福祉教育プログラムが完成しました。是非、あなたらしい福祉教育プロ
グラムに発展させて取り組んでみてください。これからの未来のために・・・
� 中野　雅浩　福智町社会福祉協議会事務局長　

　今回、改めて福祉教育の在り方について考える機会をいただけたことに感謝申し上げます。
　策定にあたり考慮したのは、福祉教育という機会をどうすれば子どもと、豊かな知識、経験をもつ
地域の人々や障害のある人たちとの出会いの場にできるか、ということでした。この出会いが地域と
学校の協働を進め、更には継続した交流や、ボランティア活動に飛び込む契機となることを願ってい
ます。� 漆原　数弥　久留米市社会福祉協議会地域福祉課課長　

　学校の先生と社協の職員との数回の委員会の中で、お互いの思いや考えを出し合いながら、ようや
く福祉教育プログラムが出来ました。福祉ニーズが年々変化していく中、福祉教育も今後は、学校と
社協、そして地域との連携も図り、この福祉教育プログラムと平成 26 年度新たに発行された「とも
に生きる」も活用しながら、これからの福祉教育を進めていきたいと思います。
� 馬場　徹　大野城市社会福祉協議会地域課係長　

　社協に属し、福祉教育に関わりながらも今回委員をさせてもらったことで福祉教育をゆっくり考え
る機会となりました。また、福祉の幅の広さ、難しさを改めて実感しました。今後常に問題意識を持
ちながら、社協マンとして地域福祉の向上に取り組もうと思います。
� 佐藤　洋美　うきは市社会福祉協議会　

　地域に住む方はみんなユニークな存在であるということを肌で感じることができるようなプログラ
ムを目指しました。そのためには、学校における福祉教育では、疑似体験や講話だけでなく、障害が
ある方、高齢の方、ボランティアの方などと触れ合うことができるプログラム（私は「交流型プログ
ラム」と呼んでいます。）を実施することが大切であると考えております。
� 林　辰巳　苅田町社会福祉協議会　

　策定委員に委員として参加し、与えられたテーマの大きさに強いプレッシャーを感じつつも、多く
のことを学ばせて頂き感謝しています。現場の先生の発言には目から鱗が落ちることが多く、福祉教
育という枠組みを自分が勝手に狭めていたことに気づきました。もっと柔軟な発想で福祉を捉え、もっ
ともっと積極的に学校や地域とのつながりを強めていき、勇気をもって実践していくことが大切だと
学ばせてもらいました。� 中村　麻衣　上毛町社会福祉協議会　

　長年、学校教育（特別支援教育）に携わってきた中で、福祉教育の有様を考えることができました。
福祉教材の作成編集、そしてプログラム策定を行っていく中で、共生社会を構成していく上で福祉教
育は不可欠なものであるということを再確認しました。何気ないふだんのくらしのしあわせ、地域社
会の一員として生きること、これぞまさしく福祉教育ではないかと思っています。
� 井口　克代　福岡県立福岡特別支援学校教諭　

　このプログラム集を手にとっていただいたあなた。近隣の小中学校に一人でも話ができる先生がい
ますか。その先生とこのまちの未来を語りあえますか。地域の福祉教育の実りは福祉と教育の現場の
絆として現れてくると考えます。それは、誰もがしあわせに「ともに生きる」社会を実現するために
なくてはならないものです。このプログラム集が、社協と学校のスタッフが出会い、新たな扉を開く
きっかけになってくれることを願っています。� 永野　正樹　福岡市立西花畑小学校教諭　

委員からのメッセージ８
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福岡県福祉教育プログラム策定委員会　委員名簿

氏　名 所　属 分　野

委��員��長 山﨑　安則 筑紫女学園大学　教授 学識経験者

副委員長 中野　雅浩 福智町社会福祉協議会
事務局長

社会福祉協議会関係者

委　　員 漆原　数弥 久留米市社会福祉協議会
地域福祉課　課長

委　　員 馬場　　徹 大野城市社会福祉協議会
地域課　係長

委　　員 佐藤　洋美 うきは市社会福祉協議会
地域福祉担当

委　　員 林　　辰巳 苅田町社会福祉協議会　
地域福祉担当

委　　員 中村　麻衣 上毛町社会福祉協議会
地域福祉担当　

委　　員 井口　克代 福岡県立福岡特別支援学校
教諭

教育関係者
委　　員 永野　正樹 福岡市立西花畑小学校　

教諭

　平成 28 年３月末現在� 順不同、敬称略　
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・「福祉教育実践ガイド　地域福祉は福祉教育ではじまり福祉教育でおわる」全国社会福祉協議会、
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・全国社会福祉協議会全国ボランティア活動振興センター／福祉教育実践研究会「学校・社協・地域が

つながる福祉教育の展開をめざして」全国社会福祉協議会、2009 年
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